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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2026年　4月号

～御衣黄桜 ( ぎょいこうさくら）～

御衣黄とは、江戸時代に仁和寺で栽培が始まったとされている桜の品種です。

ソメイヨシノが散った後、4 月中旬～下旬頃に咲く桜で、花弁の色が平安貴族

の衣服の萌黄色に近いため、「御衣黄桜」と呼ばれています。

京都では、遅咲きの桜の名所として有名な、西陣の雨宝院で鑑賞できます。

雨宝院には歓喜桜、観音桜などがありますが、山門の近くに大きな御衣黄桜の

木があり、毎年たくさんの花を咲かせます。古くから栽培されてきた仁和寺でも、

多くの御衣黄桜を見ることができます。二王門や中門の近くに数本、勅使門近く

には天皇陛下が植樹された木など、歴史を感じる御衣黄桜が鑑賞できます。

御衣黄桜の楽しみの一つは、花の色の変化です。はじめは淡緑色ですが、

次第に花弁が紅色に変わり、散り際には美しいピンク色に変化し、花が綺麗な

状態で落花します。開花から散り際まで楽しめる御衣黄桜は、京都市内では、

雨宝院、仁和寺のほかに、平野神社、千本釈迦堂、毘沙門堂、二条城、京

都御苑などで楽しめます。


